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補
正
予
算
な
ど　

議
案
を
審
議

18

　

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
が　
３５

億
２
１
１
０
万
１
千
円
で
、
補
正
後
の

額
は
１
１
１
８
億
１
５
４
９
万
１
千

円
、
特
別
会
計
は
８
億
４
０
０
４
万
５

千
円
で
、
補
正
後
の
額
は
９
６
８
億
７

９
６
１
万
１
千
円
と
な
り
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
合
計
は
２
０
８
６
億
９

５
１
０
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
繰
入
金　

億
５
０
７
７
万
３

３０

千
円
、
諸
収
入
１
億
７
７
８
６
万
８
千

円
、
都
支
出
金
１
億
４
７
１
０
万
３
千

円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
土
木
費　

億
１８

７
２
１
９
万
１
千
円
、
教
育
費
７
億
９

８
６
８
万
４
千
円
、
衛
生
費
３
億
６
０

１
１
万
９
千
円
な
ど
で
す
。

　

補
正
後
の
内
訳
は
、
歳
入
で
は
、
市

税
６
３
４
億
３
７
１
０
万
４
千
円
（　
５６

・
７
％
）
、
国
庫
支
出
金　

億
３
７
８

９６

０
万
円
（
８
・
６
％
）
、
都
支
出
金　
９４

億
４
７
６
６
万
２
千
円
（
８
・
５
％
）、

繰
入
金　

億
７
１
２
３
万
９
千
円
（
６

７１

・
４
％
）
、
市
債　

億
８
４
３
０
万
円

５２

（
４
・
７
％
）
、
地
方
消
費
税
交
付
金

　

億
４
４
０
０
万
円
（
２
・
９
％
）
の

３２順
と
な
り
ま
す
。　

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
３
３
３
億
６
１

１
４
万
６
千
円
（　

・
８
％
）
、
教
育

２９

費
２
１
０
億
８
７
１
２
万
４
千
円
（　
１８

・
９
％
）
、
土
木
費
１
７
６
億
２
９
０

５
万
２
千
円
（　

・
８
％
）、総
務
費
１

１５

３
３
億
５
７
６
９
万
６
千
円
（　

・
９

１１

％
）
、
衛
生
費
１
１
６
億
４
５
８
９
万

３
千
円
（　

・
４
％
）
、
公
債
費　

億

１０

７４

５
８
８
１
万
４
千
円
（
６
・
７
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
）
。

　

総
務
費

　

非
核
平
和
都
市
宣
言　

周
年
記
念
事

２０

業
委
託
料
な
ど
の
非
核
平
和
事
業
費

（
３
４
３
万
円
）
、
基
本
構
想
・
基
本

計
画
改
定
作
業
調
査
支
援
委
託
料
な
ど

の
長
期
計
画
策
定
事
務
費
（
２
６
７
１

万
円
）
、
中
規
模
地
域
会
館
費
（
４
０

０
０
万
円
）

　

民
生
費

　

成
瀬
駅
周
辺
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備

工
事
費
な
ど
の
福
祉
総
務
事
務
費
（
６

８
５
９
万
円
）
、
社
会
福
祉
法
人
町
田

市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
高
齢
者
福
祉
施

設
整
備
費
補
助
金
な
ど
の
高
齢
者
福
祉

施
設
整
備
事
業
費
（
４
８
９
２
万
円
）、

産
後
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
費
の
産
後
支

援
ヘ
ル
パ
ー
事
業
費（
２
２
１
４
万
円
）、

（
仮
称
）
子
ど
も
の
森
保
育
園
施
設
整

備
費
補
助
金
な
ど
の
保
育
所
整
備
補
助

事
業
費
（
４
４
２
０
万
円
）　

　

衛
生
費

　

基
本
健
康
診
査
委
託
料（
肝
炎
検
査
）

な
ど
の
成
人
健
診
事
業
費
（
３
７
６
２

万
円
）
、
緑
地
購
入
費
（
町
田
え
び
ね

苑
・
本
町
田
宿
緑
地
）
な
ど
の
緑
地
保

全
費
（
２
億
７
１
８
万
円
）

　

商
工
費

　

落
書
き
一
掃
事
業
委
託
料
の
指
導
対

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
り
、
市
の
様
々
な
事
業

に
積
極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
町
田
市
表
彰
式
が

６
月
１
日
、
健
康
福
祉
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
自
治

功
労
彰
が
９
人
、
一
般
表
彰
が
団
体
を

含
め
て　

人
、
合
計　

人
で
、
寺
田
市

８９

９８

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
方
と
団
体
は
次
の
通

り
で
す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

　

自
治
功
労
彰

　
　

川
和
男
▽
松
澤
昌
芳
▽
五
十
嵐
政

文
▽
細
谷
勝
美
▽
大
塚
良
昭
▽
秋
元
政

二
▽
矢
部
幸
孝
▽
宮
本
美
佐
夫
▽
林
利

幸

　

一
般
表
彰

　

中
島
昭
一
郎
▽
澤
野
廣
次
▽
中
野
満

▽
矢
部
英
雄
▽
大
久
保
時
夫
▽　

方
周

利
▽
小
川
洋
治
▽
関
野
壽
生
▽
池
田
恵

子
▽
中
村
幸
雄
▽
白
川
令
子
▽
吉
田
純

子
▽
三
浦
雅
枝
▽
新
沼
春
海
▽
町
田
市

赤
十
字
奉
仕
団
▽
岡
野
静
江
▽
小
峰
政

博
▽
井
上
た
け
子
▽
河
井
歌
子
▽
中
溝

敬
子
▽
鑓
溝
江
伊
子
▽
国
田
洋
子
▽
佐

藤
照
惠
▽
（
故
）
竹
内
武
雄
▽
岡
本
カ

イ
▽
近
藤
徳
彌
▽
中
島
千
代
子
▽
大
沢

昭
男
▽
榎
本
栄
▽
和
田
順
行
▽
野　

行

雄
▽
押
田
尚
人
▽
加
藤
昇
▽
前
島
和
夫

▽　

橋
伸
一
▽
平
本
知
範
▽
渋
谷
典
行

▽
石
井
登
▽
島　

良
彦
▽
井
上
博
之
▽

佐
藤
通
▽
宮
崎
光
雄
▽
横
田
裕
▽
日
比

野
雅
弘
▽
松
本
俊
夫
▽
加
藤
義
和
▽
加

藤
茂
▽
矢
沢
和
彦
▽
鈴
木
稔
▽
鑓
溝
玲

▽
福
住
明
▽
中
嶋
吉
治
▽
彦
根
真
▽
田

中
明
彦
▽
小
澤
正
義
▽
谷
合
義
光
▽
小

川
賢
一
▽
田
中
清
誉
▽
南
大
谷
旭
ケ
丘

自
治
会
自
主
防
災
隊
▽
鶴
川
平
和
台
自

主
防
災
隊
▽
藤
の
台
防
災
会
▽
都
営
山

崎
住
宅
自
主
防
災
隊
▽
成
瀬
西
自
治
会

自
主
防
災
隊
▽
町
田
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

自
治
会
▽
東
玉
川
学
園
睦
会
自
主
防
災

隊
▽
成
瀬
台
１
丁
目
自
主
防
災
隊
▽
荒

木
茂　

▽
阿
部
貞
雄
▽
市
之
瀬
親
三
▽

熊
澤
昇
▽
河
原
利
安
▽
箱
田
邦
夫
▽
武

川
嘉
昭
▽
河
崎
信
子
▽
大
橋
守
▽
平
野

吉
隆
▽
谷
藤
雅
之
▽
高
橋
威
雄
▽
伊
藤

文
孝
▽
須
崎
靜
夫
▽
村
田
仁
▽
山
口
武

士
▽
嶋　

久
子
▽
井
上
久
代
▽
畦
地
康

恵
▽
田
嶋
利
恵
▽
清
田
雄
司
▽
岡
野
光

治
▽
織
田
ユ
キ
エ

条

例

案

６６月月議議会会がが開開会会
　

平
成　

年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
６
月
７
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
今

１４

議
会
に
は
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま

１４

１８

し
た
。
議
案
の
内
訳
は
、
補
正
予
算
３
件
、
条
例
９
件
、
契
約
３
件
、
土
地

の
買
入
れ
１
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
は
今
月　

日
ま
で
で
す
。

２８

策
費
（
５
４
０
万
円
）

　

土
木
費

　

道
路
用
地
購
入
費
（
鶴
川
２
８
６
号

線
外
１
路
線
）
及
び
歩
道
整
備
工
事
費

（
南
１
５
４
号
線
外
３
路
線
）
な
ど
の

道
路
新
設
改
良
費
（
４
億
２
１
８
８
万

円
）
、
自
転
車
駐
車
場
建
設
費
負
担
金

（
つ
く
し
野
駅
前
自
転
車
駐
車
場
・
森

野
第
３
バ
イ
ク
駐
車
場
）
な
ど
の
自
転

車
対
策
費
（
５
９
０
２
万
円
）
、
公
園

用
地
購
入
費
な
ど
の
公
園
緑
地
整
備
費

（
１
億
２
５
６
４
万
円
）

　

教
育
費

　

（
仮
称
）
文
学
館
建
設
懇
談
会
委
員

謝
礼
及
び
調
査
委
託
料
な
ど
の
作
品
展

示
等
研
究
費
（
１
６
９
７
万
円
）

　

町
田
市
長
期
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

に
伴
い
、
町
田
市
長
期
計
画
審
議
会
を

設
置
す
る
「
町
田
市
長
期
計
画
審
議
会

条
例
」
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
事
務

執
行
を
推
進
し
、
あ
わ
せ
て
文
書
の
効

率
化
、
合
理
化
及
び
情
報
の
共
有
化
を

図
る
た
め
、
町
田
市
の
条
例
の
形
式
を

こ
れ
ま
で
の
縦
書
き
か
ら
横
書
き
に
改

め
る
「
町
田
市
条
例
を
左
横
書
き
に
改

め
る
条
例
」
な
ど
で
す
。

寺
田
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

補
正
予
算
案

中
国
ガ
ラ
ス
展�

清
朝
か
ら
現
代
ま
で
の
玻
璃
の
彩
り�

市立博物館�

1７２６・１５３１�

　

中
国
の
ガ
ラ
ス
工
芸
は
清
朝
・ 
康  

こ
う

 
煕 
帝
（
１
６
６
２
〜
１
７
２
２
）
の

き時
代
に
入
っ
て
か
ら
、
宮
廷
ガ
ラ
ス

工
房
で
本
格
的
に
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
初
期
に
は
ド
イ
ツ
人
宣
教
師
の

指
導
を
受
け
た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
透
明
で
す
が
、
ま

も
な
く
不
透
明
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
玉
や
珊
瑚
、
磁
器
や

漆
器
な
ど
の
模
造
品
を
ガ
ラ
ス
で
作

る
た
め
、
不
透
明
に
す
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
数
十

種
類
も
の
色
ガ
ラ
ス
が
開
発
さ
れ
、

そ
の
多
彩
さ
は
百
花
繚
乱
の
感
が
あ

り
ま
す
。
中
国
が
作
り
出
し
た
独
特

な
ガ
ラ
ス
の
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ

い
。

作
品
解
説

　

展
示
品
を
学
芸
員
が
解
説
し
ま

す
。

日
時　

６
月　

日
（
土
）
／
７
月　

２２

１３

日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時

　

国
際
協
力
事
業
団
の
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
鶴
川
の
須
藤
一
さ

ん
の
派
遣
が
決
ま
り
、
６
月　

日
に

２６

ア
フ
リ
カ
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
出
発
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

須
藤
さ
ん
は
、
民
間
会
社
で　

年
３５

間
、
技
術
職
と
し
て
勤
務
、
現
地
で

は
国
立
応
用
科
学
技
術
大
学
で
技
術

者
の
育
成
の
た
め
の
研
究
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
任

期
は
２
年
で
す
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
市
を
表
敬
訪
問

し
、
市
長
の
激
励
を
受
け
た
須
藤
さ

ん
は「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

若
い
人
た
ち
が
科
学
を
学
ぶ
手
助
け

を
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

会期は２８日まで

白地藍被せ天女文瓶
清朝　１９世紀　高さ２１.９cm

町田市表彰式

市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政功功功功功功功功功功労労労労労労労労労労者者者者者者者者者者をををををををををを表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰市政功労者を表彰
自治功労彰など９８人

シニア海外ボランティアシニア海外ボランティア
としてチュニジアへとしてチュニジアへ

鶴川の須藤さん

６
月　

日（
火
）

１８
〜
７
月　

日（
日
）

２８

休

館

日　

月
曜
日

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
４
時　

分
３０

入
館
は
無
料
で
す
。

◇


